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　このエッセイは，3 月 11 日から始まった，得体のしれないものを探す，思考の旅の記録である．
　１．分業化社会の罠
　その１．「私の仕事でないものは，他の誰かがやっている」
　2011 年３月 11 日午後 3 時前に大地震が起きた時，私は大学にいた．目眩いがしているのかと
思うほどの大きな揺れの後，５階の研究室から降りて１階の教員控室に駆け付けて，テレビの周
りに集まり始めた同僚の教職員たちとニュースを見始めた．テレビは第一報として，宮城県沖の
震源とマグニチュード 7.9 の大きな地震であり，津波は岩手，福島で 3m，宮城で 6m を越える
恐れがあると告げていた．それを聞いて，「津波も大きくはないし，死者もたいして出ていない
し，さあさあみなさん仕事に戻ろう，」と声を掛ける人びともいて，大方の教職員が引き揚げて
行った．それから 10 分ほどして，津波予測は宮城で 10m，岩手・福島で６m を越えるもようと










































































結果は，A 案 1 名，B 案 12 名であった．その後で，もしこの案を日本で国民投票にかけたなら，



























部の高齢者施設では，介護に従事していた職員 173 名が利用者 485 名と共に，避難誘導の中で死














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































いの資源を絡ませて「支援」から「支縁」へと，救援と支援の網の目を紡いできた．3 月 11 日
を境に，私たちはそれまでの縦社会を紡ぎ直す試みを始めている．これは，日々繰り返される暮
らしの中で可能であったことが，不可能になった時，私たち人間が生きようとしてもがき，新た
に求めようとした多様な可能性だった．どこかに残っている可能性の網の目を手繰り寄せなが
ら，激しい勢いで寄せては引く津波の中で，命を大地につなぎとめようとする思いであった．こ
こに，新たな社会のあり方が見えてきた思いがする．
　
　宮城県仙台市福住町町会は，「自分たちで自分たちの町を守る」人びとであるが故に，他の地
域で何か事あれば駆けつけ，そして，今度は自分たちが被災すれば，その地域が助けに来てくれ
る．縁を結びゆく人たちであることが，「自立」ということではないのだろうか．互いを助け合
う「ソーシャルな自立」である．「よそ者の助けはいらねぇ！」と内に閉じられたコミュニティ
ではなく，「助けはいらねぇかい，遠慮はいらねぇよ！」と外にも開かれたコミュニティである
ことが，にぎやかに「自立せるコミュニティ」の証である．米沢の生活クラブ生協や「ボラン
ティア山形」（因みに，その中心にいる人たちは，本学通信教育学部の学生や関係者である．）の
人の縁を生み出し続けた姿もまた，「自立せるコミュニティ」の姿である．そこでは，「自立」と
はにぎやかなものであるのだ．臼沢の広場のにぎやかな会話の中から，今日もなにかの企てが生
まれているかもしれない．その企ては，福島へと広がり，山形に飛び火し，と広がっていくだろ
う．私たちが，失敗や困難を共有する人びとなって，共に希望を生み出していくことが，がれき
と静まり返った放射能汚染の野原を越えていく道として見えてきた．希望とは与えられるもので
はなく，私たちが生み出すものであるからである．（事例については『3・11 以後を生きるヒン
ト』新評論，2012 をお読み下さい．）
